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10 月 9 日（日）、庄内町清川地区にある清川グ

ラウンドにて、『第 1 回 月山龍神マラソン』が

開催されました。当日は時折雨も降る中でのマラ

ソンとなりましたが、全国各地から参加して頂い

たランナ ーからは、「マラソンコースの中で、庄

内のおいしい秋の味覚をたくさん味わった！」

「地域のみなさんが声援を送って下さって、温か

い大会だった。」との感想が聞かれました。 

 当出張所では、最上川水系直轄砂防事業 80 周年

プレイベントとして、“土砂災害について考える”

『砂防展』を開催しました。懐かしそうに昔の工事

作業の写真を見ていらっしゃる方に声を掛けると、

当時工事をして下さっていた方でした！当時のお

話を伺い、大変勉強になりました。当出張所構内に

隣接している砂防資料館に測量機器を提供して下

さっています。親子で模型を使っての実験を見たご

家族は、「へ～！」と言いながら、土石流とはどん

なものなのか、またそれを防ぐ為の砂防堰堤の役割

を目で見て、触って体感して頂けたようです。土石

流３D シアター上映をご覧になったおばあちゃんと

お孫さんは、飛び出してくる映像に驚き、のけ反っ

ているほどでした。 

 立谷沢川の歴史や土砂災害について、少しでも身

近に感じてくれたことと思います。 

私、さき！ 

砂防の「さ」、希

望の「き」なの 
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こうやって 

土石流から 

守ってくれ

ているん

だ･･･ 

ご協力頂き、

ありがとうご

ざいました。

結果について

は、後日掲載

予定です。 



 

国土交通省 東北地方整備局 新庄河川事務所 立谷沢川砂防出張所 
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〈砂防資料館〉開館日：月曜日～金曜日（祝日除く） 

       開館時間：９：００－１６：３０ 入場無料 

 

地図を片手にやって来た小学生達の任務は、砂防資料館のスタンプをゲットすること！当出張所での業務

の１つである砂防堰堤
えんてい

の効果を、土石流の模型を使って実験してみました。小学生はまだ２年生で、学校で

も学んではいないのですが、「どせきりゅうだ！」と話す子もいて、驚きました。テレビで台風などの映像

を見て、知っているようです。   

      

〈砂防堰堤
えんてい

なし〉    〈砂防堰堤
えんてい

あり〉 

 

★9 月から就任した新米館長 

の初業務となりました！ 

ここの砂

防堰堤
えんてい

で

土砂を食

い止めま

した！ 

 

こういった機会がないと、な

かなか学べないことですね。

温かく対応して下さって、あ

りがとうございました。 

男児が造った 

オリジナルの 

砂防堰堤
えんてい

･･･ 

土石流はわずか

しか動かず･･･ 

「最強だ！」と

自信満々！ 将来、よりよい 

砂防堰堤
えんてい

を開発 

してくれそう･･･

楽しみにしてい 

ます！ 

みなさんの命と

家などの財産を

守ります！ 

ほぉ～！

 

 立谷沢川の六渕・瀬場砂防堰堤
えんてい

を

見学した子供達･･･初めて見た子も

いたようで、新鮮な反応をしていま

した。特に「お～！」と歓声が上が

ったのは、右側にも記載している玉川第 6砂防堰堤
えんてい

！

龍神の絵の美しさにも興味津々でした。 

 工事中数多く採取された場所で、化石 

採集体験もしました。石をよ～く見なが 

ら「これ○○かなぁ？」と胸を膨らませ 

る子供達･･･。今回は新発見とはなりませんでしたが、

砂防資料館には数多くの化石等が展示されています

ので、ぜひご覧下さいね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
着工：昭和 47 年 6 月 13 日 

竣工：昭和 50 年 11 月 30 日 

型式：重力式 

構造：コンクリート造り 

高さ：11ｍ  

長さ：175ｍ  

貯砂量：120,000 ㎥ 

  

玉川第 6 砂防堰堤
えんてい

は土砂・洪水災害から地域住民

を守る現代の龍神供養塔として下流壁面に龍神を描

いています。この絵は塗装ではなく、色のついた天

然石を組み合わせたモザイク図です。 

堰堤
えんてい

の自重で水圧・土圧

に耐えるのが特徴 

昔は機械があん

まりないのに、

よくできたなと

思いました。 

あれがないと川がはん

らんしてしまうことな

ど、砂防ダムの大切さ

を知ることができた。

堰堤
えんてい

を眺望できる

龍神橋には、至ると

ころに龍が！何体

いるか数えてみる

のも楽しいです♪ 


